とのえ て、 せ せら 笑って しゃがんで いる。 僕く らいの 

，眼の 詩人に なると、 それ を 見破る ことができる。 家 

の 者が、 夏 を よろこび 海へ 行こう か、 山へ 行こう かな 

ど、 はしゃいで 言って いるの を 見る と、 ふびんに 思う- 

もう 秋が 夏と 一 緒に 忍び込んで 来て いるのに。 秋 は、 

くせもの 

根強い 曲者で ある。 

怪談 ヨロ シ。 アン マ。 モシ、 モシ。 

マネ ク、 ス スキ。 ァノ 裏ニハ キット 墓地 ガァリ マス- 

路問 エバ、 オン ナ啞 ナリ、 枯 野原。 

よく 意味の わからぬ ことが、 いろいろ 書いて ある。 

何 かの メモの つもりで あろうが、 僕 自身に も 書いた 動 



機が、 よく わからぬ。 

窓外、 庭ノ 黒土 ヲバ サバ サ 這ィズ リマ ヮ ッ ティル 醜 

キ秋 ノ蝶ヲ 見ル。 並ハズ レテ、 タ クマシ キガ故 二、 死 

ナ ズ在リ ヌル。 決 シテ、 ハカ ナキ能 I ニハ 非ズ。 と 書か 

れて ある。 

これ を 書き こんだ とき は、 私は大 へん 苦しかった。 

いつ 書き こんだ か、 私 は 決して 忘れない。 けれども、 

今 は 言わない。 

捨テ ラレ タ海。 と 書かれて ある。 

秋の 海水浴場に 行って みた ことがあります か。 なぎ 

さに 破れた 絵 日傘が 打ち寄せられ、 歓楽の 跡、 日の丸 
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